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序．はじめに 

1. 計画策定の目的 

栗原市では、平成 30 年度に「栗原市中核機能地域の整備の基本構想」を策定し、くりこま高原駅

周辺を移住・交流拠点として位置付けている。現在、当該エリアは仙台圏や首都圏からの玄関口と

して、観光案内や情報発信などの機能を担っているが、市内の中核拠点として十分な交流や賑わい

の創出には至っておらず、新たな土地利用の展開が求められている。 

また、みやぎ県北高速幹線道路と東北自動車道を結ぶインターチェンジ整備や、国道 4 号バイパ

ス整備の進展により、広域交通ネットワークの強化が図られており、これに対応した効果的な土地

利用の促進が重要な課題となっている。 

こうした背景を踏まえ、令和 5～6年度に実施した基礎調査の成果を基に、本計画では駅周辺に導

入する機能の具体化や整備手法、段階的な事業スキームを検討し、くりこま高原駅周辺の拠点性の

向上と新たな価値創出を図る実現性の高い基本計画の策定を目的とする。 

2. これまでの経過 

栗原市では、くりこま高原駅周辺を市の中核的な拠点として位置付け、段階的にまちづくりに関

する検討と環境整備を進めてきた。 

平成 30 年度に「栗原市中核機能地域の整備の基本構想」を策定し、くりこま高原駅周辺を移住・

交流の拠点として位置付けた。この構想においては、新幹線駅の広域アクセス性を活かしながら、

交流人口の拡大や定住促進を図る方向性が示されている。 

駅周辺では大型商業施設の立地や生活関連施設の集積が進み、一定の生活基盤が形成されてきた

一方で、周辺には農地等の未利用地が多く残り、拠点としての一体的な土地利用や賑わいの創出に

は課題が残されていた。 

近年では、みやぎ県北高速幹線道路の整備や仮称栗原 IC 整備による東北自動車道との接続強化、

国道 4号バイパス整備の進展など、広域交通ネットワークの強化が進んでおり、駅周辺のポテンシ

ャルを高める環境が整いつつある。これに伴い、交通利便性の向上を活かした新たな土地利用の展

開が求められている。 

こうした中、令和 5年度から令和 6年度にかけて「中核機能地区（くりこま高原駅周辺）基礎調

査」を実施し、土地利用の方向性や導入機能、整備手法の検討を進めるとともに、企業ヒアリング

等を通じて民間参画の可能性や事業性に関する検討を行ってきた。 

本計画は、これまでの取組みと調査成果を踏まえ、駅周辺における機能の具体化や土地利用の方

向性、事業手法を体系的に整理し、くりこま高原駅を核とした拠点形成を実現するための基本計画

として位置付けるものである。 
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3. 対象区域 
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I. 現況の整理 

1. 上位・関連計画 

（1） 計画の位置付け 

本計画の上位計画として、第２次栗原市総合計画、第２次栗原市国土利用計画、栗原市都市計画

マスタープラン、栗原市中核機能地域の整備の基本構想が挙げられる。また、関連計画として、栗

原市産業用地整備基本計画、栗原市キッズランド整備基本計画が挙げられる。 

これら上位・関連計画を踏まえた本計画の位置付けは以下のとおりである。 
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第２次栗原市総合計画 第２次栗原市国土利用計画 

栗原市都市計画マスタープラン 

（栗原市都市計画） 

栗原市中核機能地域の整備の

基本構想 

くりこま高原駅周辺まちづくり

基本計画 

即する 

即する 

即する 

即する 

即する 

栗原市産業用地 

整備基本計画 

栗原市キッズランド

整備基本計画 

整合 整合 

即する 即する 

栗原農業振興地域整備計画 

即する 

調整 
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（2） 第２次栗原市総合計画（後期基本計画：令和４年３月） 

 「第 2次栗原市総合計画」では、「東北新幹線くりこま高原駅周辺から築館宮野地区までの地域

を、新たに中核機能地域として位置付け、将来的な市民ニーズへの対応や、交流人口の増加を図

るために必要な施策を講じます。」とされている。 

第 2 次栗原市総合計画は、栗原市の行政運営の指針であるとともに、市民や団体などのまちづく

り活動に対する指針となる計画である。 

本計画の土地利用構想の施策のひとつとして「田園都市としての質的向上に向けた新たな中核機

能地域の形成」が掲げられており、「国道４号築館バイパスや、みやぎ県北高速幹線道路など、高速

交通網の結節点となる、東北新幹線くりこま高原駅周辺から築館宮野地区までの地域を、新たに中

核機能地域として位置付け、将来的な市民ニーズへの対応や、交流人口の増加を図るために必要な

施策を講じます。」とされている。 
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資料：第 2 次栗原市総合計画 
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（3） 第２次栗原市国土利用計画（平成 29 年３月） 

 「第 2次栗原市国土利用計画」では、くりこま高原駅周辺は「中核機能地域として位置付け、将

来的な市民ニーズへの対応や、交流人口の増加を図るために必要な施策を講じます。」とされてい

る。 

第２次栗原市国土利用計画は、栗原市の区域における国土（以下「市土」という。）の利用に関し

て必要な事項を定め、市土の総合的・計画的な利用を進める上の指針となる計画である。 

本計画において、市土利用の基本方針として、くりこま高原駅周辺は「中核機能地域として位置

付け、将来的な市民ニーズへの対応や、交流人口の増加を図るために必要な施策を講じます。」とさ

れている。 
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資料：第 2 次栗原市国土利用計画 
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（4） 栗原市都市計画マスタープラン（令和４年２月改定） 

 「栗原市都市計画マスタープラン」では、中核機能ゾーンとして「国道４号築館バイパスや、み

やぎ県北高速幹線道路など高速交通網の結節点となる東北新幹線くりこま高原駅周辺から築館宮

野地区までの地域を位置付けます。」とされている。 

 くりこま高原駅周辺は、移住・交流拠点として「市の玄関口としてふさわしい宿泊機能や飲食機

能を高め、来訪者が少しでも長く滞在したくなる魅力ある交流の場や、交流を契機とした移住を

促進する住環境が充実した拠点の形成を図ります。」とされている。 

栗原市都市計画マスタープランは、これからの栗原市のまちづくりの指針として、目指すべき都

市の将来像とその実現に向けた取り組みの方向性を全市的視点から整理したものである。 

本計画において、将来フレーム設定に向けた考え方として以下が示されている。 
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◆東北新幹線くりこま高原駅周辺は、移住定住を促進する住環境を創出するため
住宅系市街地を規制誘導していきます。 

◆東北新幹線くりこま高原駅周辺や IC 周辺の都市的開発の見込みがある地域や
幹線道路整備等に併せた沿道街区等、必要に応じて商業地を計画的に規制誘導
していきます。 

◆中心市街地や各地域の商店街の活性化支援などによる商業地の再生と、東北新
幹線くりこま高原駅周辺の大型ショッピングセンターの出店や田園観光都市づ
くりの展開等の観光・交流振興などによって広域的な集客力の向上等に取り組
み、商品販売額が微増していくことを目指します。 
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資料：栗原市都市計画マスタープラン 
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（5） 栗原市中核機能地域の整備の基本構想（平成 31 年３月） 

 「栗原市中核機能地域の整備の基本構想」において、くりこま高原駅周辺は「移住・交流拠点」

として位置付けられ、「移住の促進や市民と来訪者が交流を楽しむ拠点とします。」とされてい

る。 

 

栗原市中核機能地域の整備の基本構想（以下「基本構想」という。）において、「東北新幹線くり

こま高原駅周辺から築館宮野地区までの地域は、国道 4号築館バイパスや、みやぎ県北高速幹線道

路など高速交通網の結節点となるエリアであり、新たな交流や賑わいを創出する拠点として今後ま

ちづくりを進めていく上で、市の核となる重要な場所であると考え、第 2次栗原市総合計画及び第

2 次栗原市国土利用計画（平成 29年 3月）において「中核機能地域」として位置付けています。」

とされている。 

本構想は、これらのエリアの現状・課題を把握し、「中核機能地域」のコンセプトや導入機能、土

地利用等を検討し、今後の整備の方向性を示すことを目的に策定されたものである。 
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資料：栗原市中核機能地域の整備の基本構想 
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（6） 栗原市における関連計画 

① 栗原市産業用地整備基本計画（令和８年３月） 

今後、東北自動車道と三陸沿岸道路の結節点である（仮）栗原 IC や国道 4号築館バイパスなどの

高速交通体系がさらに進むこと、また、栗原市総合計画後期計画の将来像において、「地域の特性を

生かした、産業や交流が盛んなまちを創るため」に、「産業育成と企業誘致による産業拠点の形成」

を方針に掲げていることから、企業誘致及び既存企業の増設による雇用創出や、税収確保など、地

域活性化の受け皿となる新たな産業用地の適地について、栗原市の産業特性や地域現況などを踏ま

え、開発可能なエリアを検討するための基礎資料とすることを目的に策定されたものである。 
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資料：栗原市産業用地整備基本計画 
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② 栗原市キッズランド整備基本計画（令和８年５月） 

 

本市では、子育て世代を中心に、雨天時や冬期間、猛暑時においても安心して利用できる屋内遊

戯施設及びこれと一体的に利用できる屋外遊戯場の整備が求められている。 

こうした状況を踏まえ、子どもの健やかな成長と親子の交流促進を図るとともに、移住・定住の

促進及び地域活性化に資することを目的として、志波姫カリヨン公園内に屋内外遊戯施設「栗原市

キッズランド」を整備するものである。 
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資料：栗原市キッズランド整備基本計画 
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2. 土地利用現況 

（1） 施設分布 

くりこま高原駅周辺は田園が広がるが、駅から 1km 圏内に西側の大型スーパーや総合支所、小中

学校などが立地しており、基本的な生活は駅周辺で完結可能である。 
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分 類 施 設 名 等 

商業施設 
イオンスーパーセンター、ローソン、セブンイレブン 

薬王堂 

教育施設 志波姫幼稚園、志波姫小学校、志波姫中学校 

医療機関 内科、耳鼻咽喉科、歯科 

行政機関 志波姫総合支所 

社会福祉施設 
志波姫保育所 

築館・志波姫地域包括支援センター 

その他 志波姫郵便局 

��

国道 398 号 

くりこま高原駅 

志波姫総合支所・ 

築館・志波姫地域包括支援センター 

内 科 

駅から半径 1km 圏 

イオンスーパーセンター 

歯 科 

志波姫中学校 

志波姫小学校 

志波姫幼稚園・ 

志波姫保育所 

県道伊豆沼くりこま高原駅線 

耳鼻咽喉科 

ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ 

薬王堂 

ﾛｰｿﾝ 

志波姫郵便局 
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（2） 農地分布 

くりこま高原駅周辺は、教育施設や医療機関などが集まり、都市化が容易な農地であると同時

に、駅に近く利用の転換が図りやすい農地となっている。対象区域内において、優良農地の割合は

少なくなっている。 
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3. 交通ネットワーク 

（1） 道路 

くりこま高原駅周辺には、東北自動車道及びみやぎ県北高速幹線道路の高規格道路網が東西方

向・南北方向に近接して通っている。 

対象区域の南西側にはみやぎ県北高速幹線道路の築館東 IC、南東側には伊豆沼 IC が整備されて

いる。さらに東北自動車道とみやぎ県北高速幹線道路との交差部に（仮称）栗原 ICの整備が進んで

おり、沿岸部へのアクセスや物流の大幅な効率化が期待されている。 

また、対象地区の北側には志波姫地区の主要幹線である国道 398 号、南側には宮城県道 250 号が

通り、それぞれを市道が繋ぐ形で交通ネットワークが形成されている。道路網は概ね良好に整備さ

れているが、市道白山線など、一部狭あい区間も残っている。 
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資料：栗原市道路台帳網図（志波姫地区） 

 

 

 

くりこま高原駅 

宮城県道 250 号 

東北自動車道 

みやぎ県北高速幹線道路 

国道 398 号 

国道 4 号 

築館東 IC 

伊豆沼 IC 

(仮)栗原 IC 
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市道白山線 
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（2） 鉄道 

くりこま高原駅周辺には、東北新幹線が南北に通っており、仙台や東京へ新幹線 1 本（乗り換え

なし）でアクセス可能となっている。くりこま高原駅から仙台駅までは約 80km であり、自家用車だ

と約 60 分を要するが、新幹線では 23 分で到着可能となっている。 
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交通手段 所要時間
自家用車 60分
高速バス 70分
新幹線 23分
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（3） バス 

くりこま高原駅には路線バスのバス停留所が設置されており、岩ケ崎線、築館一関線、花山線、

若柳線の 4本が乗り入れている。また、高速バスの停留所も設置されており、栗原市役所等にアク

セスできる他、仙台（広瀬通一番町電力ビル前、仙台駅）にもアクセス可能となっている。 
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4. 地域資源 

��

令和元（2019）年 9月、栗原市全域が栗駒山麓ジオパークとして認定され、観光入込数約 200 万

人を記録している。また、令和 6（2024）年 9 月、栗駒山麓ジオパークが NIPPON 防災資産に認定さ

れ、今後、より注目が高まることが想定される。 
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資料：国土交通省 HP 

 くりでんミュージアム ラムサール条約 伊豆沼・内沼 

栗駒山麓ジオパーク  国定公園 栗駒山 
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5. 周辺開発の動向 

��

ここ概ね 20 年間の動向を見ると、2007（平成 19）年のイオンスーパーセンターの立地の他、国

道 398 号沿道への商業施設（薬王堂、ローソン）の立地が見られる。また、散発的な農地転用によ

る住宅整備の進行が見られる。 
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資料：Google Earth 

  

2002/10 

2025/11 

イオンが立地

（2007/9） 

住宅が増加 

薬王堂が立地 
ローソンが立地 
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6. 整備に影響を与える要因 

��

くりこま高原駅前地区の整備にあたっては、新幹線駅及び高速交通ネットワークの結節点という

高い立地ポテンシャルや、地権者の土地活用意向の高さが事業推進の追い風となる一方、農地転用

の必要性や散発的な住宅開発による土地利用の分散、基盤整備の未整備等が課題となっている。 

このため、上位計画との整合を図りつつ、用途地域の指定等による誘導と面的整備を適切に組み

合わせ、民間投資を誘導する計画的な土地利用の実現が必要である。 

 

【本地区の優位性に関する要因】 

本地区は、東北新幹線くりこま高原駅を有する広域交通結節点に位置し、高規格道路網と連携し

た高い交通利便性を有している。また、上位計画において中核機能地域及び移住・交流拠点として

位置付けられており、施策との整合性が確保されている。さらに、既存商業施設や公共施設の集

積、地権者の高い土地活用意向により、拠点形成の基礎条件を備えている。加えて、栗駒山麓ジオ

パーク等の観光資源に近接しており、交流機能の強化が期待される。  

��

【土地利用及び都市機能に関する要因】 

本地区は農地が広く残存しており、一体的な市街地形成が未成熟である。また、一種農地の存在

により土地利用に制約がある。さらに、交流・業務機能等の都市機能が不足しているほか、道路、

排水施設、公園等の基盤整備が十分とはいえない状況にある。加えて、需要規模の制約及び初期投

資負担の大きさが、事業化に向けた課題となっている。  

��

【整備推進に向けた外部環境の要因】  

本地区においては、高速道路インターチェンジ整備やバイパス整備により交通利便性のさらなる

向上が見込まれる。また、栗駒山麓ジオパークの認定等により観光資源の価値が高まっている。移

住・定住ニーズの高まりや民間投資機会の拡大が期待される。さらに、キッズランド整備等の周辺

事業との連携による相乗効果が見込まれる。  
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II. 土地利用基本計画（案）の検討 

��

1. まちづくりの方向性 

��

本計画では、くりこま高原駅周辺および地域が抱える課題に対応するため、「栗原市中核機能地域

の整備の基本構想」および「中核機能地区（くりこま高原駅周辺）基礎調査」に基づき、駅周辺へ

の拠点機能の集積を核としたまちづくりを推進する。 

栗原市が有する「居住環境の良さ」やくりこま高原駅周辺の「駅 1km 圏で生活が完結する利便

性」といった強みを活かし、定住の受け皿となる環境整備を図るとともに、多様な人の交流と新た

な活動を創出し、その広がりを地域全体へと波及させていく。 

このため、くりこま高原駅を起点として、「ローカルに暮らしながら都市とつながる」という新た

な暮らし方の実現を基本テーマとして設定し、市街地整備の理念と目標を明確化する。 

このテーマのもと、駅前における広域交通の結節機能を活かした玄関口の形成に加え、人が集い

日常的に利用される交流拠点、さらに生活を支える商業・サービス機能や安全・安心を支える都市

基盤を段階的に整備していく。 

これにより、日常の暮らしの質を高めるとともに、地域内外の人の流れと活動を呼び込み、持続

的な地域の発展と魅力向上を実現する。 
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2. 土地利用基本計画（案） 

（1） 土地利用構想（ゾーニング図） 

��

① 基本的な考え方 

本計画における土地利用構想は、くりこま高原駅を地域の玄関口として位置付け、人の流れを呼び

込みながら交流と活動を生み出し、その広がりを通じて新たな暮らしを創出していくことを基本と

する。 

駅周辺においては、既存市街地との連携を図りながら、移住・交流を促進する中核的な拠点の形成

を目指し、機能の集積と適切な配置により、利便性と回遊性の高い土地利用を推進する。 

具体的には、駅前の交通結節機能を活かした「ゲートウェイ」を起点として、人の流れを区域内へ

と誘導し、その先に人が集い活動が生まれる「交流拠点」や「賑わい創出ゾーン」を配置することで、

日常的な利用と滞在を促進する。 

また、生活利便性を支える「生活商業ゾーン」と、安心して暮らせる環境を形成する「居住環境ゾ

ーン」を配置し、暮らしを支える機能と交流・活動の場が連携する空間構成とする。 

これらの各ゾーンは、動線ネットワークにより有機的に結び、駅からのアクセス性とエリア内の回

遊性を高めることで、人の流れと活動の連続性を確保し、拠点機能の段階的な形成と機能連携を図る

ことで、駅周辺を核とした魅力ある市街地の形成と、その効果の地域全体への波及を目指す。 
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② ゾーン別のコンセプト及び導入機能 

土地利用の基本的な考え方に基づき、各ゾーンのコンセプトと導入機能を整理する。 

ゾーンごとの役割を明確にするとともに、相互の連携により交流・生活・活動が一体的に展開する

空間形成を目指す。 
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【��市道御蔵線�����: � ���� ����ｍ����】  ��      【��市道白山線����Ｗ＝���� ����ｍ����】��
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��
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【区画道路�����: ＝������ｍ）】       【区画道路����Ｗ＝������ｍ��】��

��
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（2） 施設計画 

① 道路計画 

地区の主要幹線として、北側境界に接し地区外と接続する市道白山線は、2車線・両側歩道を有す

る幅員 12.0m で整備する。あわせて、市道御蔵線の未整備区間については、幅員 16.0m への拡幅整備

を行う。さらに、クランク状交差の解消を図るため、市道志波姫中学校線は幅員 9.5m で線形改良を

行う。地区外との接続は、これら主要な幹線である市道を基本として確保する。 

本計画は開発行為による整備を前提とし、商業・業務用途を主とする地区に接道する道路は、都市

計画法開発許可制度便覧（平成 19 年 11 月）に基づき幅員 9m 以上を確保する。このため、主要区画

道路は 2 車線・片側歩道を有する幅員 9.5m で計画する。その他の区画道路は、幅員 6.0m の生活道路

として位置付ける。 
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② 調整池計画 

既存の排水ルートが西から東へ流下していることから、調整池は地区東側に配置する。流下する農

業用水を阻害しないように造成や雨水排水側溝の設置を行い、地区内の雨水排水を調整池へと集約

する。 

 

【調整池分類】 

「防災調整池は「防災調整池設置指導要綱（宮城県）」に基づき容量を確保する。 

計画策定地区は次頁の土地分類図より、丘陵部に該当する。 

よって、計画策定地区の防災調整池の分類は、丘陵部恒久防災調整池となる。 

 

8 この要綱において「平地部」とは、土地分類図において低地とされた土地のうち、

内水域を除いた土地をいう。 

9 この要綱において、「丘陵部」とは、土地分類図において低地とされた土地以外の

土地をいう。 

「防災調整池設置指導要綱(P2)－H8.1：宮城県」P.2 より 

 

区       分 
単位流出抑制容量 

設 置 す る 場 所 防災調整池 

平 地 部 
暫定防災調整池 600 立法メートル／ヘクタール 

恒久防災調整池 750 立法メートル／ヘクタール 

丘 陵 部 
暫定防災調整池 850 立法メートル／ヘクタール 

恒久防災調整池 1,100 立法メートル／ヘクタール 

「防災調整池設置指導要綱(P2)－H8.1：宮城県」P.2 より 
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③ 公園・緑地計画 

公園については、地区面積の 3％を確保することを基本とし、地区内全体が街区公園の誘致距離（半

径 250m）に含まれるよう配置する。 
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④ 造成計画 

本地区の大半が水田であることを踏まえ、地区外周道路との高低差を考慮し、周辺環境への影響お

よび浸水リスクの回避を図るため、必要最小限の盛土を行うものとする。 

造成計画の検討にあたっては、UAV を活用した補足調査により現況地盤高の把握を行った。その結

果、水田部の地盤高は概ね TP19.7～23.2m、道路部は TP20.2～24.2m であり、西から東へ緩やかに傾

斜していることを確認した。 
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農地と道路との高低差は概ね1.0m程度であることを踏まえ、本地区における盛土は平均して約1.0m

程度を想定する。 

さらに、現況が農地であることから、概ね 30cm 程度の表土を撤去し地区外へ搬出するほか、必要に

応じて地盤改良を実施したうえで、盛土材としての再利用を検討する。 

 

 

��

〇地盤高��
〇水路底高��
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（3） 土地利用基本計画図（案） 

これまでの条件を踏まえ、土地利用基本計画図を作成した。 

�W�� �u �…�<#Ý�ö �•0£ #ì �b �– �Ó�î�ª >&�–�Ó �î �ª�Ã �î �« >' ��

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対

象

地

区

を

南

東

側

か

ら

望

む 

対

象

地

区

を

東

側

か

ら

望

む 



��
��

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



������
��

III. 導入機能の具体化と条件検討 

1. 事例調査 

① 駅前チャレンジショップ ｜ 福岡県吉富町 ｜ 公設公営 ｜ 機能 A：交流促進機能 

主な機能�� ・商業・飲食機能、創業支援機能、地域産品販売機能、・交流促進機能��

施設概要��

・コンテナ式店舗をチャレンジショップとして貸し出し��

・創業希望者に対して経営指導等のサポートを実施��

・地元産品販売、小規模飲食、ポップアップ等に活用��

期待される効果��

 地元産品（農産物加工品、クラフト等）の販売 
 コーヒー、ベーカリーなどの小規模飲食店 
 UI ターン希望者による試験的な小規模ビジネス 
 企業によるテストマーケティング（ポップアップストアを含む） 
 まちおこし協力隊による起業フィールド 

地区への展開案��
低コスト・段階整備で着手しやすく、駅前の空き地活用や社会実験と
の相性が高い。��

��

② 米原駅サイクルステーション｜滋賀県米原市 ｜ 公設民営 ｜ 機能 A：交流促進機能 

主な機能��
・レンタサイクル機能、観光周遊支援機能、交通結節機能 
・環境配慮型移動支援 

施設概要��

・米原駅東口に設置されたサイクルステーション 
・市が設置し、地域 NPO が運営を担う公設民営型 
・駅利用者が周辺観光地へ移動しやすい仕組みを提供 

期待される効果��

 駅から伊豆沼・内沼、くりでんミュージアム等の観光地へアクセス
手段を多様化し、地域全体の周遊性を向上 

 地域内での滞在時間を延ばすことで、駅前エリアの消費拡大 
 サイクリング等の活動を通じて、市民の健康づくりや環境配慮型の

地域づくりに貢献 

地区への展開案��
伊豆沼・内沼、栗駒山、くりでんミュージアム方面への周遊促進策と
して有効。��
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③ 街のロビー IRORI 石巻｜ 宮城県石巻市 ｜ 民設民営 ｜ 機能 B：宿泊・飲食機能 

主な機能��
・コワーキング機能、カフェ・飲食機能、イベント・文化活動機能 
・若者・移住者交流機能 

施設概要��

・被災したガレージを再生して始まった交流拠点 
・コワーキング、カフェ、ホール、教室、シアター等を備える 
・利用シーンに応じて柔軟に使える空間構成��

期待される効果��

 若年層・移住希望者の活動拠点形成による定住促進 
 チャレンジショップ等との相乗効果による駅前にぎわい創出 
 会議・研修等を通じた来訪者の増加と地域消費の拡大 
 既存施設「エポカ 21」の改修・活用による機能強化の可能性 

地区への展開案��
仕事・交流・滞在の受け皿を作ることで、平日利用と関係人口の拡大
が期待できる。��

��

④ 田体験住宅 ｜ 広島県世羅町 ｜ 公設公営 ｜ 機能 C：居住機能 

主な機能��
・お試し居住機能、移住相談・定住促進機能、地域交流機能 
・ワーケーション受入機能��

施設概要 
・移住検討者向けの短期滞在住宅 
・1 週間単位で最大 4 週間まで利用可能 
・利用者の希望に応じた地域交流プログラムを提供 

期待される効果��

 短期滞在から移住へつながる定住促進効果の向上 
 ワーケーション・起業・UI ターンの入口となり、地域の担い手確保

に寄与 
 滞在者の地域消費増加、駅前エリアのにぎわい創出 

地区への展開案 移住検討者の滞在拠点や進出企業への試行滞在にも活用できる。��

��

��

��

��

��

��
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⑤ 岩沼市子どもの遊びと交流基地 miiina（ミイナ）｜宮城県岩沼市｜ 

公設民営（指定管理）｜ 機能 C：居住機能 

主な機能��
・子育て支援機能、屋内外遊び場機能 
・公園・レクリエーション機能、・飲食・物販機能 

施設概要��

・子どもの遊び場を中心にリニューアル予定の施設 
・屋内遊び場、芝生エリア、複合遊具等を整備 
・飲食・物販施設を併設し滞在しやすい環境を形成 

期待される効果��

 カリヨン公園と屋内外を一体的に活用し、子育て世代が滞在しやすい
駅前の形成による交流人口の拡大 

 子どもを中心とした来訪行動による駅前商業・サービスの活性化 
 子育て世代の地域回帰や移住検討層へのアピールによる定住促進 

地区への展開案 
カリヨン公園等と連動することで、駅前に家族で滞在できる目的地を形
成できる。 

��

⑥ 多世代交流施設 E’core（イコラ）｜和歌山県すさみ町｜公設公営｜機能 C：居住機能 

主な機能��
 多世代交流機能、子育て支援機能、高齢者交流機能、 
 地域コミュニティ機能 

施設概要��

 旧保育所をリノベーションした交流施設 
 えんがわテラス、芝生広場、キッズルームを整備 
 カフェ、休憩スペース、レンタルルーム等を備える 

期待される効果��

 子ども・若者・高齢者が同じ空間で交流することによる世代間のつな
がりの強化 

 駅前の日常的な利用者層の拡大による にぎわい創出 
 子育て世代や移住希望者に対する、「住みやすいまち」の魅力発信 
 高齢者の外出機会の増加や、地域の見守り機能の強化、地域コミュニ

ティの持続的な活性化 

地区への展開案 
既存施設や空き施設の改修による導入が可能で、日常的に使われる駅前
機能として有効。 

�� ��
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⑦ 石巻市かわまち交流センター(かわべい)｜宮城県石巻市｜官民連携｜ 

機能 A・B・C：複合拠点機能 

主な機能 
・地域交流機能、観光案内機能、子育て支援機能 
・高齢者交流・相談機能 

施設概要 
・地域住民組織、石巻市、社協等が連携する複合施設 
・多目的ホール、和室、調理室、相談室等を備える 
・観光ルート紹介や地域周遊の案内機能も担う 

期待される効果 

 観光客の滞在時間延長と駅前消費の拡大 
 伊豆沼・内沼、栗駒山、登米方面への回遊性の向上 
 地元産品の販路拡大・ブランド力向上 
 交流人口の増加により、将来的な移住・関係人口の拡大 

地区への展開案 
観光案内と地域交流を一体化することで、駅前拠点の「立寄り理由」
を強化できる。 

��

⑧ いしのまき元気いちば｜宮城県石巻市 ｜ 官民連携 ｜ 機能 A・B・C：複合拠点機能 

主な機能��
 物販機能、飲食機能、イベント・マルシェ機能 
 観光拠点機能 

施設概要��

 地元商店街・事業者・行政が連携する商業施設 
 水産加工品、農産物、土産品等を販売 
 飲食店やイベントスペース、チャレンジショップ枠を設け、新規事

業者の参入を支援 

期待される効果��

 地元農産物・加工品の販売増による地域経済の活性化 
 駅利用者・観光客の立ち寄り促進による駅前の人流創出 
 生産者と消費者の交流による農業の魅力発信・担い手確保への貢献 
 サイクルステーション等との連携による周遊拠点の形成 

地区への展開案 
栗原市の農産物・加工品・観光情報をまとめて発信する拠点として展
開しやすい。 

�� ��
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⑨ 複合交流施設 キタカラ（KITAcolor）｜北海道稚内市｜官民連携｜ 

機能 A・B・C：複合拠点機能 

主な機能��
 交通結節機能、観光交流機能、商業・飲食機能 
 居住・福祉関連機能 

施設概要��

 JR 駅、バスターミナル、道の駅を一体化 
 観光案内、ショップ、グルメ、映画館等を配置 
 多世代交流ロビー、高齢者住宅等を併設 

期待される効果��

 観光客の滞在時間延長と駅前消費の拡大 
 伊豆沼・内沼、栗駒山、登米方面への回遊性の向上 
 地元産品の販路拡大・ブランド力向上 
 交流人口の増加により、将来的な移住・関係人口の拡大 

地区への展開案 
新幹線駅の広域交通結節性を活かし、段階的な複合拠点整備のモデルと
なる。 

��

⑩ アクアパーク ｜ 埼玉県吉川市 ｜ 公園・調整池活用 ｜ 機能：多目的調整池 

主な機能��
 多目的広場機能、スポーツ・レクリエーション機能、イベント機能 
 雨水調整池機能 

施設概要��

 平常時は公園的空間として利用 
 スケートボードセクション、バスケットボールコート、野外ステージ

を設置 
 大雨時は浸水被害軽減のため調整池として機能 

期待される効果��

 若年層の利用を促進 
 イベント開催による交流人口を創出 
 防災・減災機能を確保 

地区への展開案 
防災機能を確保しつつ、若者・家族が日常的に訪れる駅前広場として活
用できる。 

��

��

��

��

��

��



������
��

��

⑪ 六方調整池多目的施設｜千葉県千葉市｜ 公園・調整池活用 ｜ 機能：多目的調整池 

主な機能��
 緑地・親水機能、健康増進機能、軽スポーツ・交流機能 
 雨水貯留機能、 

施設概要��

 調整池の底部に開放水域と緑地帯を設置 
 平常時は公園的空間として利用可能 
 ゲートボール、ウォーキング等の軽スポーツに対応 

期待される効果��

 高齢者等の健康づくりの場を提供 
 地域コミュニティ形成に寄与 
 防災機能と日常利用を両立 

地区への展開案 
地域住民の日常利用を重視する場合、無理なく導入できる活用パター
ン。 

��

⑫ 道の駅 四季の郷公園｜和歌山県和歌山市｜道の駅・調整池活用｜機能：多目的調整池 

主な機能��
 駐車場機能、道の駅支援機能、イベント時対応機能 
 雨水調整池機能 

施設概要��

 平常時は道の駅利用者の駐車場として活用 
 大雨時は貯水池として機能 
 注意看板等により利用制限を周知 

期待される効果��

 土地利用効率を向上 
 イベント時等の駐車需要に対応 
 防災機能を確保しながら利便性を向上 

地区への展開案 
駅前イベント広場や臨時駐車場と調整池を兼ねることで、限られ
た土地を有効活用できる。 

�� ��



������
��

2. 導入機能の具体化と条件検討 

（1） 導入機能の分析 

計画区域に導入する機能（施設・サービス）については、地域が抱える課題の解決および将来像の

実現に資するものとなるよう、体系的な整理・評価を行う。 

くりこま高原駅周辺は、駅を中心とした半径約 1km 圏内において、商業、交通、子育て、医療、福

祉、行政など、生活に必要な機能が一定程度集積しており、日常生活を支える基盤が形成されている。

具体的には、大型商業施設が立地するとともに、駅には観光案内やバス・タクシー・レンタカー等の

交通結節機能が整備されている。また、周辺には幼稚園・保育所、小中学校、診療所、介護サービス

施設、公園、行政窓口などが分布し、生活利便性を支える環境が整っている。 

このため、周辺地域における施設立地や機能分担の状況を十分に踏まえながら、駅周辺において不

足または未整備となっている機能を的確に抽出する。さらに、地域ニーズや将来の暮らし方の変化を

見据えつつ、導入機能の優先順位や相互の連携性を整理し、段階的な整備の方向性を検討する。 

これらの結果を踏まえ、既存ストックを活かした機能の再編・充実と配置の最適化を図り、ゾーニ

ングおよび施設配置計画に反映することで、生活利便性の向上と交流・滞在の促進を実現する。 
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分類 施設名等 

商業施設 
イオンスーパーセンター、ローソン、セブンイレブン 

薬王堂 

教育施設 志波姫幼稚園、志波姫小学校、志波姫中学校 

医療機関 内科、耳鼻咽喉科、歯科 

行政機関 志波姫総合支所 

社会福祉施設 
志波姫保育所 

築館・志波姫地域包括支援センター 

その他 志波姫郵便局 
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現在のくりこま高原駅周辺の施設の状況をふまえ、これからのまちづくりでは、足りない機能や充

実させたい機能を整理しながら検討を進めていく。 

すでに大型商業施設などは立地しているが、日常的に利用しやすい小さなお店や地元の商品を扱

う店舗、これからお店を始めたい人がチャレンジできる場所など、地域に根ざした賑わいを支える機

能の充実が期待される。 

また、新しい働き方への対応として、コワーキングスペースやシェアオフィスなどを整え、二地域

居住やテレワークがしやすい環境づくりも重要と考えられる。住まいの面では、新たな住宅地の整備

にあわせて、子育て支援施設や高齢者の交流の場、子どもの遊び場など、幅広い世代が安心して暮ら

せる環境づくりが求められる。 

さらに、観光で訪れる人にとっても過ごしやすい環境とするため、体験できる施設やレンタサイク

ルの拠点などを整え、地域内の回遊を促進する機能の充実を図ることが重要である。 

これらの機能を総合的に導入・強化することで、暮らしやすさと訪れやすさの両方を高め、多様な

交流や活動の創出につながる拠点形成を目指す。 
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―：機能の不足が認められる施設 
▲：機能の充実を図る必要がある施設 
●：機能が立地している施設 
★：基本計画における検討対象機能 
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（2） 導入機能の整理 

くりこま高原駅周辺に導入する機能については、各機能のターゲット、収益性、駅周辺との相

性、市の関与、整備難易度などを踏まえ、実現に向けた条件を整理する。 

交流促進機能は、民間主体を基本とした官民連携により比較的早期の導入が可能である。宿泊・

滞在機能は、収益性に配慮しつつ既存施設との複合化などにより持続的な運営を図る。 

居住機能は公共性が高く、市や関係団体の連携のもと段階的に整備を進める必要がある。 

また、複合機能は駅周辺との親和性が高く、拠点形成に寄与する重要な機能であるが、整備規模

が大きいため、関係主体の連携による計画的な導入が求められる。 

これらを踏まえ、段階的な整備と適切な役割分担により、実現性の高い施設導入を図る。 
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なお、本書における導入施設は基本的な方向性を示すものであり、具体的な機能・内容を固定す

るものではない。今後、需要動向や事業性等を踏まえ、適宜見直しを行いながら検討を進めるもの

とする。 
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3. 実現に必要な条件 

本地区におけるまちづくりの実現に向けては、ハード整備とソフト施策を一体的に進めるととも

に、需要・事業性・運営の観点から持続可能な仕組みを構築することが必要である。 

（1） 立地特性を活かしたゾーニング 

 駅前・幹線道路沿いへの集客機能の重点配置��

 住宅・業務・商業機能の適切な配置バランスの確保��

 広場・公園等の滞留空間との一体的配置��

 用途地域の適切な指定・見直しによる誘導機能の明確化��

（2） 段階整備との整合 

 フェーズごとに成立する施設規模の設定��

 暫定利用（イベント・仮設店舗等）の導入��

 初期段階でも一定の賑わいを創出できる構成��

 立地適正化計画と連動した段階的な都市機能誘導��

（3） 民間施設を誘導するインフラ・基盤整備の先行的な整備 

 道路・駐車場・上下水道の整備��

 歩行者動線・アクセス性の確保��

 公園・広場等の先行整備��

 都市機能誘導区域等を踏まえた重点的なインフラ整備��

（4） 官民連携の枠組み 

 役割分担（公共：基盤整備／民間：施設整備・運営）の明確化��

 費用負担・収益構造の整理��

 民間提案を活かす制度（公募・サウンディング等）��

 補助制度・助成措置の活用による民間参入の促進��

（5） 事業性の確保 

 初期投資の抑制��

 売却・賃貸・借地の組み合わせ��

 回収期間を見据えた民間参入事業スキームの設計��

（6） 継続的な運営体制（ソフト面） 

 イベント・利活用の仕組みづくり��

 地元・民間による運営主体の確保��

（7） 合意形成・地域参画 

 地権者・住民との合意形成��

 地域ニーズの反映��

 継続的な協議体の設置��
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IV. 整備手法の検討 

1. 段階的な整備を行うための仕組みづくり 

くりこま高原駅周辺地区においては、既存の商業施設や公共施設等が立地している一方で、未利用

地の存在などから、拠点としての一体的な土地利用や機能集積が十分に図られていない状況にある。

また、今後の交流・定住の促進や拠点機能の強化に対応するためには、新たな土地利用の展開を図る

必要がある。 

このため、「まちづくりの方向性」を具体化するにあたっては、公有地・民有地を含めた土地や既

存ストックを有効に活用しながら、機能の再編や段階的な整備を進めることにより、拠点形成を図っ

ていく。 

事業の推進にあたっては、民間投資の活用や民間ノウハウの導入を図ることが重要であり、官民連

携による事業展開を基本とする。あわせて、国の支援制度の活用や関係機関との連携を図りながら、

実現性の高い事業推進を目指す。 

具体的な整備にあたっては、市街地整備に関する各種手法の活用を検討し、道路・広場等の都市基

盤整備とあわせて、多様な都市機能の適切な配置と集積を図る。 

さらに、土地利用の誘導にあたっては、用途地域の指定や地区計画等の都市計画制度を活用し、機

能配置や空間形成の方向性を適切にコントロールすることで、利便性と魅力を兼ね備えた良好な市

街地の形成を推進する。��

本計画におけるまちづくりは、くりこま高原駅の特性を活かしながら、段階的に機能を充実させて

いく事業推進を基本とする。 
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